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　三鷹菱形基線の辺長測定結果を第 1 表に示す。測定はメコメータによるものである。1982

年の測定結果を 1977 年 2 月及び 1980 年 6 月の結果と比較したところ，2 ㎜内外にものぼる縮

みとなった。8 月に再測定を実施したが，ほとんど結果は同じであった。第 1 表③欄には 7，

8 月測定の平均値を示してある。表に見られるようにＥ点を含む辺長の縮みがとくに大きい。

Ｅ点だけが何らかの原因で西に動いたとも考えられるが決定的なことは不明である。なお，メ

コメータの精度を種々検討した結果 100 ｍの辺長に対して 10－6（ 0.1 ㎜ ）を確保するのは望みが

たいとの結論となり，この基線の今後の取り扱いについては，そうした条件をふまえて検討す

る必要がある。

　Ｅ点を除外した三点による水平歪と辺長変化を第 1 図に示す。
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第 1 図　三鷹菱形基線の辺長変化及び水平歪
Fig. 1　Changes in the side length and crustal strain at Mitaka rhombus.

第 1 表　三鷹菱形基線測定結果（ ＭＥＫＯＭＥＴＥＲ　ＭＥ　3000 ）

Table 1　Results distance measurements at Mitaka rhombus base lines by means of Mekometer ME 3000.
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